失敗しないメンバーズカード活用法　–　chap-05　　　　　ライトスタッフ　

五．「ポイントカード」と「メンバーズカード」何が違う？

ここで、「言葉」の定義を再確認しておきたいと思います。

（一）「ポイントカード」の特長

　　　①基本的には、不特定多数の方に配布されます。

　　　　個人名が記載できるタイプもありますが、お客様ごとの売上履歴を管理する事例は多くありません。

　　　②カード発行の目的としては、「リピータ様への利益の還元」を主としています。

　　　　利用頻度が高く、かつ利用金額が大きい方には、確実に還元ができることになります。

　　　③原則として、カードを提示した場合にのみ、ポイントの加減算がされます。

　　　　※カードを不携帯の場合やカードの発行を希望されない方には、当然、反映されません。

　　　④カードの素材としては、「紙カード」もしくは、「ＰＥＴカード」が使用されています。

　　　　「紙カード」であれば、「スタンプカード」、「フィルム素材」であれば「ポイントカード」と呼ばれることが多い

ようです。

　　　⑤運用としては、「一定ポイントを溜めてから使う方式」の「スタンプカード」から、「逐次、ポイントを消化利用

できる」、「ポイントカード」方式が主流となってきました。

●ポイントカード運用で、大切な点は、「常時携帯されるカード」に選ばれることに尽きます。

このため、利用頻度の多い商材が必須です。

　●また、利用頻度を高める為に、「商店街共通カード」として運用される事例もあります。

（二）メンバーズカードの特長

　　　 ①あらかじめ、メンバー登録をすることで、優待利用ができるものです。

　　　 ②通常、サービスや商品には、会員価格が設定されます。

　　　 ③提示するだけで、優待適用を受けることができます。

　　　 ④リピータ様を育てていくことを目的としています。 　

　　　　 この為、不携帯に際しても、会員優待を受けることができる場合が多いようです。

　　　　　※この点が「ポイントカード」と一番異なるところです。

　　　 ⑤もっとも多く発行されている「メンバーズカード」の標準的な仕様としては、「磁気カード」に「浮き出し文字」で、

会員番号や会員名等、記名されているタイプのものです。

　最近では、「バーコード入りカード」や「ＩＣカード」なども活用されるようになってきました。

※磁気やバーコード、ＩＣは、いずれも、コンピュータへのデータ入力を簡単にする為の道具として使用されて

います。　

⑥また、プラスチックカードプリンタを使用して、「個人名・会員番号・（場合によっては顔写真まで）などを自社で

印刷、発行する」スタイルも多くなりました。

　　　⑦「メンバーズカード」の場合には、登録いただいた際の登録データをもとに、さまざまなイベントやセールの告知

など、販促活動を展開できることも大きな特長となっています。

メンバーズカード運用の大切な点は、２つあります。

●リピータ様を育成していくことが目的ですので、カードの不携帯にも対応できることが必要です。
※優待されるからこその「メンバーズカード」です。
　優待されたり、されなかったりでは、メンバーズカードの魅力が半減します。

●登録データの更新や最新データの収集には、ぜひ、力を入れて取り組みたいところです。

※多くのお会社様では、会員登録をされた際のデータを元に、さまざまな販促活動をしています。

しかしながら、「登録後のデータ更新・管理」には、無関心のところが多いように思われます。

※５年前の貴方と現在の貴方では、関心や嗜好は、きっと、変わっているのではないでしょうか？

いつまでも昔の登録データだけを頼りに、ＤＭを発送していては、むしろ逆効果です。

お客様への関心の低さを証明することにも、なりかねません。
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